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ご家庭への学習用タブレット端末（クロームブック）の持ち帰りについて（お願い） 

晩夏の候，保護者の皆様におかれましては，ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また，日
頃より本校の教育活動に対しまして深いご理解・ご協力をいただき，心から感謝申し上げます。 

さて，学校だより６月号でもお知らせしておりますように，本校においてもクロームブックを活用し
た授業を行うための準備を進めております。７月には全ての学級において自分の Google アカウントと
パスワードを使ってネットワークにログインすることができました。 
 つきましては，児童が自宅にクロームブックを持ち帰って学習に活用するための準備についてご協力
いただきたくご連絡いたします。 
 なお，ご家庭で活用するにあたっては学校でも使い方について指導いたしますが，ご家庭でも別冊「オ
ンライン学習に関するルールについて」をご確認の上，お声がけや児童ではできないサポートなどのご
協力をお願いいたします。 
 
１ 自宅持ち帰りのねらい 
 ・クロームブックをご家庭の Wi-Fi またはスマートフォンのネットワークに接続する。 
 （ネットワークにつながったら Google での検索をしてみてください。ネットワークに接続できたか  

確認できます。） 
 ・学校で使っている道具を，家でも使えるようにする。 
 
２ 初回持ち帰りのお願い 
 ・初回の持ち帰りの目標 

＜１，２，３年生，学習支援室＞ 
・クロームブックをおうちの人に見せる。 
・Wi-Fi につなぐ。（LTE モデルを持ち帰ってきた場合にはこの作業は不要です。） 
＜４，５，６年生＞ 
・クロームブックをおうちの人に見せる。 
・Wi-Fi につなぐ。（LTE モデルを持ち帰ってきた場合にはこの作業は不要です。） 
・Google クラスルームに入室し，アンケートに答える。 
 

 ※ご家庭の Wi-Fi への接続方法については，別紙プリントをご覧ください。お手数ですが，おうちの方
のお手伝いをお願いいたします。万が一，Wi-Fi につながらないなど目標の内容ができなくても構いま
せん。 

 



３ 注意点とお願い 
 ・学校では，クロームブック活用の校内ガイドラインを定め，主に以下のことについて指導しています。

ご家庭においても適切に活用できるように見守ってください。 
  ①学習目的以外で使用しない。 
  ②友達を傷つけたり，いやな思いをさせたりするようなことは書かない。 
  ③自分自身や他人の個人情報（名前や住所，電話番号）をインターネット上に上げない。 
  ④自分自身や友達の顔写真などをインターネット上に上げない。 
 ・児童に配布したクロームブックは，学校の備品です。使い方に気を付けるよう，お声がけください。ま

た，家庭で壊れたり，なくしたりした場合には，その状況を学校にすみやかに知らせてください。 
 ・なお，故意に破損させた場合などは弁償していただきます。 
 ・自宅以外への持ち出しはできません。 
 ・仙台市から付与された Google アカウントは，学習のためにつかうものです。学習目的以外の利用は

できません。 
・アカウントには，制限がかけられていて，不適切なサイトには入れないようになっていますが，制限を

くぐり抜けてあやしいサイトに入ってしまうことがあります。そのようなサイトに入ってしまった場
合には，すぐに電源を落とし，学校にご連絡ください。（次の日になっても構いません。） 

・長時間の使用，夜遅くまでの使用，使用中の姿勢といった，児童の健康面のご配慮をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ その他 
 ・上学年より持ち帰りを進めていきます。 

初回予定日  

５，６年生          → ８月２７日（金） 
  １，２，３，４年生，学習支援室→ ９月 ３日（金）  

※それぞれ次の週の月曜日に忘れずに学校へ持たせて下さい。 
 

・児童がクロームブックを持ち帰った時に，充電切れのために翌日の学習に支障が出る場合も考えら
れます。もし可能であれば，ご家庭での充電にご協力願います。（家庭用ゲーム機などの USB type
Ｃの充電器で充電できます。） 

 ・マウスやタッチペン，ヘッドホンなどを使用する場合は，必ず記名おお願いします。ただし，破損
や紛失した場合の責任は負いかねますので，ご了承ください。 

 睡眠前に強い光を浴びると，入眠作用があるホルモン「メラトニン」の分泌が阻害され寝付き
が悪くなります。したがって、睡眠前に ICT 機器を利用すると、その画面の明るさから寝付きが
悪くなる可能性があります。夜更かしを防止する意味でも、睡眠前に強い光を発する ICT 機器の
利用を控えましょう。 
（文部科学省「児童生徒の健康に留意して ICT を活用するためのガイドブック」より 


